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ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間
中
蓼
科
を
訪
れ
た
。
五
月
四
日
に
出
発
し
た
の
で
、
あ
る
程
度
の
渋

滞
は
予
想
し
た
が
、
そ
れ
ほ
ど
で
も
な
か
っ
た
。
途
中
小
淵
沢
の
星
野
リ
ゾ
ー
ト
・
リ
ゾ
ナ
ー
レ
八

ヶ
岳
に
立
ち
寄
り
散
策
、
夕
方
に
は
馴
染
み
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
に
着
い
た
。 

 

夕
食
前
に
ラ
ウ
ン
ジ
で
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
と
、
突
然
ス
マ
ホ
が
激

し
く
鳴
り
、
緊
急
避
難
情
報
が
入
っ
て
き
た
。
「
霧
ヶ
峰
高
原
で
山
火
事
発
生
、
高
原
周
辺
の
X

地

区
の
住
民
は
緊
急
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。
尚
、
ビ
ー
ナ
ス
ラ
イ
ン
は
避
難
住
民
を
除
き
道
路
閉
鎖
で

す
」
。
幸
い
に
も
ペ
ン
シ
ョ
ン
は
距
離
が
離
れ
て
い
た
の
で
避
難
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
霧
ヶ
峰

高
原
は
翌
日
散
策
す
る
予
定
で
い
た
と
こ
ろ
だ
。 

 

翌
日
朝
、
山
火
事
は
自
衛
隊
も
出
動
す
る
な
ど
し
て
鎮
火
し
た
も
の
の
、
危
険
を
避
け
る
た
め
霧

ヶ
峰
高
原
散
策
は
諦
め
、
北
八
ヶ
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
に
乗
っ
て
、
山
頂
駅
周
辺
の
坪
庭
を
散
歩
す
る

よ
う
計
画
を
変
更
し
た
。 

こ
の
日
は
ま
れ
に
見
る
好
天
で
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
か
ら
は
周
囲
の
山
々
が
遠
く
ま
で
く
っ
き
り
と

見
え
る
。
二
十
歳
の
と
き
に
登
っ
た
剱
岳
立
山
連
峰
、
二
十
一
歳
の
と
き
に
縦
走
し
た
大
キ
レ
ッ
ト

が
特
徴
的
な
槍
ヶ
岳
か
ら
穂
高
連
峰
の
北
ア
ル
プ
ス
、
乗
鞍
岳
や
御
嶽
山
に
続
い
て
、
木
曽
駒
ヶ
岳

な
ど
の
中
央
ア
ル
プ
ス
、
北
岳
や
仙
丈
ヶ
岳
が
連
な
る
南
ア
ル
プ
ス
、
雲
が
湧
く
中
登
山
し
た
赤
岳

の
あ
る
八
ヶ
岳
連
峰
な
ど
が
一
望
で
き
た
。
い
ず
れ
も
懐
か
し
い
山
々
だ
。 

頂
上
で
以
前
歩
い
た
こ
と
が
あ
る
坪
庭
を
散
歩
す
る
と
、
こ
の
時
期
岩
陰
に
は
雪
が
残
っ
て
い
た
。 

 

山
か
ら
降
り
て
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
が
満
開
の
バ
ラ
ク
ラ
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
・
ガ
ー
デ
ン
で
昼
食

を
と
り
ペ
ン
シ
ョ
ン
に
戻
る
と
、
午
後
二
時
四
十
分
頃
ま
た
ス
マ
ホ
が
激
し
く
鳴
っ
た
。
「
緊
急
地

震
速
報
」
に
続
き
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
は
地
震
で
か
な
り
揺
れ
た
。
す
ぐ
に
能
登
地
方
で
最
大
震
度
六
強

の
地
震
が
あ
り
、
蓼
科
も
震
度
三
だ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
た
。 

 

五
月
六
日
は
蓼
科
湖
畔
の
ザ
・
バ
バ
リ
ア
ン
・
ペ
ー
タ
ー
に
寄
っ
て
ソ
ー
セ
ー
ジ
と
ハ
ム
を
買
い
、

「
た
て
し
な
自
由
農
園
原
村
」
で
野
菜
な
ど
を
買
っ
て
東
京
に
戻
っ
た
。 

二
つ
の
緊
急
情
報
に
見
舞
わ
れ
た
も
の
の
、
今
年
も
蓼
科
の
旅
を
楽
し
ん
だ
。 


